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京都文教大学人間学研究所共同研究プロジェクト
「地域と結ぶ癒しの技の研究開発」

シンポジウム

「音と身体がつむぐ癒しの世界（コミュニティ）」

日時：2015年2月26日（木）13：00～14：30
会場：京都文教大学　普照館　F306教室 　

＜シンポジスト＞
馬場　雄司（京都文教大学総合社会学部教授）
濱野　清志（京都文教大学臨床心理学部教授）
永澤　　哲（京都文教大学総合社会学部准教授）

馬場：それでは、これから人間学研究所のシン
ポジウム『音と身体がつむぐ癒しの世界』、ふ
りがなが付けてあるように「世界」は「コミュ
ニティ」と読みますが、始めさせていただきた
いと思います。

きょうは、雨にもかかわらず、遠くからたく
さんの人にお集まりいただきましてありがとう
ございます。まず、お手元の資料を見ていただ
きながら簡単な趣旨説明をさせていただこうと
思います。このシンポジウムは、「地域と結ぶ
癒しの技開発研究」プロジェクトのまとめシン
ポジウムです。私は総合社会学部の馬場といい
ます。よろしくお願いします。当プロジェクト
のメンバーは、私と臨床心理学部の濱野清志さ
ん、そしてと総合社会学部の永澤哲さんの3人
です。当プロジェクトは今年度で最後となりま
すが、本日はその最終的なまとめとしての報告
をそれぞれからしていただいて、皆さんを交え
ていろいろなことを話しあえたらと思います。
私たちは、3人でそろって活動するという計画
もあったんですが、それぞれが非常に個性的な
活動をしておりまして、なかなか一緒に一つの
ことをやることはできなかったのですが、それ
ぞれの活動がどのようなものであって、それを
まとめて見るとこんなことが考えられるのでは
ないかと、こんな展望が開けるのではないかと
いうようなことをここで話し合ってみようと思
います。この「地域と結ぶ癒しの技」というも
のなのですが、「癒しの技」、これ自体、非常に
怪しい言葉ではありますが、基本的に私たちは
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音と体、これをベースにした活動をそれぞれが
行ってきております。私は後で紹介しますけど
も、自然素材の民族楽器を使って、濱野さんは
臨床心理学者ですけれども、気功の実践家でも
ありまして、気功を中心としたいろいろな活動
をされています。永澤さんは宗教学者でチベッ
ト仏教のご専門なのですけども、最近この倍音
声明というものを使ったさまざまな活動と、そ
れの効果についてご研究をされています。ここ
で紹介する「癒しの技」は、それぞれ自分1人
でやっても、気持ちもよくて体も心も前向きに
なるなど、いろんな効果があるのですが、さら
にこれを自分1人ではなくて、他の人と一緒に
やるとどうなるか。一緒にやることが意味を持
つようなポイントがそれぞれの活動の中での技
の中にみられます。つまり人とつながる心地よ
さというのが個々の活動の中のポイントになっ
ているのです。自分1人でやっても心地がいい、
そういったセルフケアを通して人と人とがつな
がるということが大切だろうと思います。濱野
さんが、後で紹介されるようにそういった場を
提供する試みをされておりますが、セルフケア
を通したつながりの拠点、自発的なつながりか
らつくられるコミュニティが、もっとできてい
けばよいのはないかと考えています。
「癒しの技」と書きましたが、「癒し」という

言葉は実は、そんなに古くからある言葉ではな
く、どうも1980年代後半ぐらいに登場した言葉
のようです。その頃はバブルで経済的には豊か
なのだけども何となく心が満たされない、こう
いう時代背景の中から「癒し」という言葉が生
まれてきたようで、1995年の阪神淡路大震災と
かオウムの事件があった頃にピークになってい
くといわれます。それから21世紀になると、さ
らに癒しグッズとか癒し系キャラとかいうもの
が出てきます。この頃になると「癒し」という
言葉は定着したものになります。よく考えてみ
ると昔は「癒す」という能動的な言い方しかな
かったのですが、誰かに癒やされたいという受
け身的な気分が90年代に出てきて、それが定着
してしまい、みなが癒やされたいと思うように
なったようです。それをさらに再び「癒す」と
いう、受け身ではなくて能動的に「癒す」こと

を取り戻すことを、人とつながる心地よさに
よって生み出すことができるのではないかと考
えています。病んだ人をケアするということで
体と体が触れ合う、つまり身体接触から人と人
とのつながりが生まれ、そういったところから
新たなコミュニティが生まれていくという「ケ
アのコミュニティ」に関する議論などがありま
すが、そういったケア力を持つコミュニティと
いうのがこれから必要になってくるのではない
かと思います。このことを考える一つのきっか
けとして、ここでご紹介するセルフケアの技、
自分1人がコソッとやるのではなくて、人と一
緒にやることによってつながっていくという活
動が盛んになっていけばよいのではないか、こ
こでは、こんなことを考えてみたいと思います。

ついでの話なのですが、私は京都文教大学に
来る前に三重県の看護大学で教えていたのです
けども、その時、三重県の漁村の老人クラブの
高齢者の支援をしていたことがありました。老
人クラブでは公民館で集まっていろんな行事を
するわけですが、そこでは、大体おばあさんが
中心で、おじいさんはどこ行ったんだろうと不
思議に思っていました。そこで海辺をぶらぶら
歩いていたら、海辺でおじいさんたちが小屋を
立ててたまっているところに出くわしました。
公民館の主事さんにも少し聞いてはいましたが、
これか、と思いました。このおじいさんたちは、
みな漁師さんです。この人たちは公民館に集め
られてみんなでお食事をしたり、ゲームをした
りするとか、そんなことよりも海を眺めている
と安らぐようでした。そういう生まれ育った環
境に合ったような自然に身に付いた安らぐ場所
というのがそれぞれの人たちにあるだろうと考
えるようになりました。箱物を作ってイベント
をやって、さあ、集まりましょう、楽しいです
よというように言っても、必ずしも人が集まる
わけではありません。しかし逆に、何となく自
然に人と人とが集まる場というのもあります。
これは、どういうことなのでしょうか。このよ
うなことも、ここでついでに考えられたらよい
と思っています。

以上、趣旨説明ですが、続きまして、私が最
初にお話をさせていただき、それから濱野さん
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にお話しいただいて、最後に永澤さんにお話し
いただくと、このような進め方でいきたいと思
います。

私は総合社会学部で文化人類学が専門で、東
南アジアのタイという国の北部の農村に住みこ
み、いろんなテーマで村の出来事などを調べて
きましたが、アジアの民族楽器とか民族音楽の
調査も手がけておりまして、自然素材で作った
楽器が医療福祉現場でどういうふうに役立つか
というようなことも実験的にやっています。そ
ういった体験をまずお話しさせていただくとい
うことに致します。

ここでは、「竹楽器プロジェクト」と「ちん
どんセラピー」の二つの活動を、実物もちょっ
とお見せしながら紹介したいと思います。この
竹楽器プロジェクトというのは、私がこの共同
研究の一環として、また授業の一環として今年
度まで行ってきたものです。大分県の杵築市、

国東半島の近くにカテリーナ古楽器研究所とい
う所がありまして、その所長は私の古い友人で
す。ここに学生たちを連れていき、自然の中で
農作業をやったり竹楽器を作ったりとか、そう
いう合宿をします。そして、本学にもその方た
ちを招いて、つい2月10日にやったばかりなの
ですが、地域の方をはじめどんな方でも参加し
ていたがけるような形でワークショップをやっ
ています。それから様々な地域での活動も学生
たちとやっています。

このカテリーナ古楽器研究所所長の松本公博
さんは、元は東京に居て、中世・ルネサンス時
代の古楽器を製作復元し、同時に竹製のオリジ
ナル楽器などを作ってこられました。25年前に
東京から大分にうつられて、古民家に住んで有
機栽培で稲作・畑作をしながら、一家で農業を
やりながら楽器作りをし、また一家で演奏活動
もされています。ここで毎年、学生たちと1週
間ぐらいすごすのですが、まず竹を切り出して

【写真１】
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食器作りをします。食器を作らないと、その日
はご飯が食べられませんよ、というところから
スタートします。学生たちも出来合いの物を買
うばかりで自分で物を作る経験はあまりありま
せん。なので、竹で食器や楽器をつくることで、
物というのは、やっぱり、作られてできるんだ
ということを体験し実感することができます。
そして、毎晩温泉に行って地域の人と触れ合っ
たりもします。
（スライドの写真１を示し）これが自分たち

で作った食器です。これは楽器とか食器とかを
作ってるところです。これはトガトンという楽
器です。これは、ただの竹なんですけども、長
い竹だと低い音が出て、短い竹だと高い音が出
るので、ドレミファソラシドが作れるんです。
これが2008年のときのもので、これがこの前の
9月のものなんですが、こうやってみんなで合
奏をしたりします。これがついこの前の2月10
日の様子（写真２）です。前日2月9日に六地蔵

あたりの竹やぶに学生とカテリーナの方たちと
竹を採りに行って準備をしました。これは G104
という教室でみんなで竹を切って竹筒の楽器ト
ガトンを作っているところです。こうやって学
生と地域の皆さんと一緒に合奏したりしました。
これはカテリーナ古楽器研究所の方々の演奏の
様子です。

この竹楽器トガトンというのは、単純なよう
でけっこう優れ物でして、時間があったら皆で
やっていただきたいのですが、ここで少し実物
３本お見せします。この３本は長さが違います
ね。1人で３本鳴らすのはちょっと大変ですが、
普通は1人１本か２本ずつ持ち、「ドレ」の担当、

「ミファ」の担当というように分担して合奏し
たりします。これを作るところから、竹を切る
ところからやると、素材を自分で感じることが
できます。音を聴いて少しずつ切っていって音
階をつくるのですが、あまり切り過ぎると、ミ
をつくろうとしてファばっかりできてしまうと

【写真２】
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か、そういう具合に試行錯誤しながら自分の音
を探すというところがポイントです。このこと
は、日頃使わない五感の活性化につながります。
その他、鳥笛とかバリンビンなどを作ったりし
ます。バリンビンというのは、こういう音がで
るものです（鳴らしながら見せる）。竹を鳴ら
すと倍音がよく出るといわれ、先ほどの竹、ト
ガトンも倍音が出て、二本ならすと隣あった竹
の倍音が共鳴しあうというようなことも言われ
たりします。倍音については詳しくは永澤先生
にお話しをしていただくことにします。そして、
どうも竹には旬の素材というものがあるようで、
こういう時期はこうだと明確にはかならずしも
いえないようですが、新月のときに採る竹がい
い音が出るとか、そのようなことがあるようで
す。旬の音を感じるということです。これは出
来合いの食品と旬の食材との違いと同じことだ
と思います。音にも旬がある、このようなこと
に気が付くことで、現代の生活を見直すことが
できるのではないかと考えています。

トガトンを初めとする竹楽器は、このように
個人に対しても癒し効果があるのですが、更に
その作るプロセスを大事にするということもポ
イントです。ある素材から物を作るということ
は、五感の活性化につながると先ほど言いまし
たが、一から物を作るのは1人ではできないこ
とが多いと思います。昔の生活を考えてみれば
分かりますが、人と一緒に作業せざるを得ない
ことが多かったと思います。機械などが発達し
便利になってこれば、人と一緒にやらなくても
すむ部分が多くなってきます。現代の生活はそ
のような特徴があります。なので、カテリーナ
のワークショップでは、あえて機械を使わない
ことで人と協力するということの意味を考え直
してみようというような試みを行ってきました。

また、先ほど写真で見ていただいたように、
トガトンの演奏も1人ではできません。複数の
人が集まって曲ができていきます。そうやって
知らない人同士のつながりができたりもします。
このようなことを可能にする空間を増やした方
が、ひょっとしたら病院を作るよりも大事なの
ではないか、こんなことを考えたりもしていま
す。トガトンの演奏は、老人施設ですることも

ありますが、リハビリにも良いというだけでは
なく、いろんな効果があります。面白い発見を
したことがあります。ある施設で、認知症で聴
覚障がいの方が、トガトンを２本鳴らし比べて、

「こっちの音のほうがいいよ」と指摘しました。
音は振動で感じたり皮膚で音を感じたりするも
のといわれますが、この聴覚障がいの方の例は、
そのことを示しているかのようです。またある
施設で、デイサービスの利用者さんたちにトガ
トンを渡したところ、自由にメロディー関係な
く鳴らしながらみんなで炭坑節を歌い始めると
か、そのようなこともありました。みなが楽し
む場では、例えばこのように竹が一本あるだけ
で相乗効果を伴って広がるのだと、気づきまし
た。

以上は、竹楽器の話なのですが、もう一つの
活動である「笑いのちんどんセラピー」につい
てお話します。私はこの京都文教大学に来る前
に三重県立看護大学に勤めていましたが、「ち
んどんセラピー」は、その当時同僚だった、現在、
宝塚大学にいらっしゃる八田勘司さんとで始め
たものです。文教に来てからも、学生を集めて

「文教ちんどんタイ」と名づけ、時々八田さん
も一緒になって、病院や施設などでの活動を継
続しています。そこでは練り歩きながら音楽を
奏でたり、皆で歌を歌ったりする他、八田さん
が手品やジャグリングをやったりし、最後にみ
んなで炭坑節やら何やら踊りを踊ったりします。
その間に写真を撮っておいて、参加した人の笑
顔を後でスライドショーにして自分の笑顔を自
分で見て終わるという、こんなことをやったり
もしました（写真３）。

これは、三重県の漁村の老人クラブでの写真
です。これは宇治市の社協のリハビリテーショ
ンの集まりの写真、これとこれは伊勢田のデイ
サービスの写真、つい最近のものです。このよ
うな感じでやっています。ここでは、「音楽」と

「笑い」と「運動」の3要素というのを考えてい
ます。全体として「笑い」なのですが、３要素
とは、まず音楽を聴いてほっこりする。それか
ら、声を出して笑う、それから体を動かすとい
う、この三つをさしています。大事なことは演
者と参加者の壁をなくすということで、ポイン
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トはうまいものを見せようとしない、参加者よ
りもうま過ぎないということです。下手で失敗
したほうが余計いいこともあります。例えば老
人ホームや老人クラブの集まりに行くと、お手
玉のすごく上手なおばあさんとかが居て、「わ
しのほうが上手だ」と言って前に出てこられた
りするので、そのままやっていただいたりする
ことがあります。それから、スタッフを巻き込
むということもポイントです。日頃、なかなか
近寄れないスタッフの方が面白い格好をして参
加されると、日頃とちょっと違った側面が発見
されて、そこで患者さんや利用者さんとスタッ
フの関係がまたちょっと変わったりするという
こともあります。これは、個人のストレス解消
とか、そういうことだけではなくて、人間関係
の改善にもつながっていくという効果といえま
す。これは次の濱野さんの話にもつながるかと
思います。この3要素ですが、それぞれを1足す
1足す1というように加えると3以上のものにな

るような相乗効果があるのではないか、そうい
うものが自然治癒力を引き出すのではないかと、
仮説的にそう考えているわけですけども、あり
うるのではないかと思っています。ともかく、
どんな人でも、誰でも参加できるものですので、
誰でもそこに「居場所」を感じることができる。
このような意図がここにはあります。
「音楽療法」ではなく「療法的音楽活動」と

いうものを提唱している人がいます。音楽療法
というのは治療が目的ですが、そういったキュ
アではなくてシェア、つまり音の流れる時間空
間を共に分かち合うことを目的とした音楽活動
があってもよかろうということです。副作用の
ない薬としての治療効果を検証し、実践や研究
を行う、これが狭義の「音楽療法」だと思うの
ですが、そうでない分かち合うための音楽活動
というのも大事であると考え、「療法的音楽活
動」という言葉に共感しています。
（写真４を示しながら）ついでの話ですが、寝

【写真３】
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たきりのお年寄りの所に直接お邪魔して芸を見
せに行ったりということも、10何年前なんです
が、やっていたこともあります。訪問看護をも
じって「訪問大道芸」と称していました。また
濱野さんと気功とちんどんのコラボというのを
やったこともあります。

少し1分ぐらいデモンストレーションしたい
と思います。どなたかちょっと出てきていただ
けませんか？（ちんどんのデモンストレーショ
ン。数人の参加者と、タイの楽器と様々な打楽
器とで、オクラホマミクサを演奏）。ありがと
うございました。あとついでの話ですが、宇治
でどんな音が鳴っているのかを調べたりもして
います。これは視覚障がい者の方と一緒に音集
めをしたりすると、視覚障がいのない人に気付
かない音が発見できたりそのようなことがある
ようなので、今後、そうしたことも行っていき
たいと思っています。以上、私からの話題でした。

それでは、先ほど気功とちんどんのコラボに
ついて紹介しましたけど、濱野さんからお話を
いただきたいと思います。

濱野：20分弱ですけど、お話しをさせてもらい
たいと思います。

馬場先生と永澤先生と、このプロジェクトを
つくるということで、3人で何かしようかと言
いながら、合同でなかなかできるタイミングが
なかったんです。でも、ずっと馬場先生と今さっ
きありましたように老人ホームに一緒に行かせ
ていただいたりとか、永澤先生とは倍音声明の

ワークショップに出させてもらったりとか、
ちょこちょこ重なり合いながらいろんなこと
やってきたんですけど、私の活動を少しここで
紹介させていただきたいと思います。

私は、先ほど話をしていただいたように専門
は臨床心理学なので、カウンセリングっていう
心理療法を専門にしています。それはほとんど
お話を聞く仕事です。いろんな思っておられる
ことのお話をよく聞かせていただいてっていう
ことなんですけど。そういうことと一方で、話
をしっかり聞くといいますか、受け止めるため
には、こちら側が専門的に聞こうとするときに
緊張していては駄目なんです。固まってると全
然聞けないので。そこで、ゆったりと心地良い、
なんでもしゃべっても大丈夫だなっていう環境
をどうつくっていくか、それを考えていく。そ
れには、それだけではないんですけど、一つ大
きなことは自分自身の体とか、自分自身の心と
どううまく付き合っているかっていうのがある
わけなんです。そういうことがあって、気功な
んかも始めたようなところがあります。

ずっとやってみると、非常に楽しいし、健康
的にも多分いいんだろうなっていうふうに思い
ます。それから人と人との境界・区別っていう
のが、気功的な発想では、われわれの日常の区
別とは少し違うところがあって、もっとつな
がっていく感じなんです。これも「地域と結ぶ
癒しの技」かと。要するに、結び合うしつなが
るっていうことを考える技ですけど、区別をし
ていくというよりは、むしろ同じ人間ですよね、
というところが根本にないと治療的にもうまく
いかないし、その同じ人間ですよねっていうの
を考えるのに、それを体験的に理解するのに、
気功というのは僕にとってはすごくよかった感
じなんです。

それはなぜかっていうと、気功ってなんでも
全て「気」でできているっていう、そういう発
想ですよね。全て、どの人もこういう机も、宇宙、
森羅万象全部、陰と陽の気の織り合わせで出来
上がっていると、そういう発想があるわけなん
です。だから、私は他人とは違うし、こういう
机でもないし、なんでもなくて、自分は自分だっ
ていうことを日常的には思っていますけど、考

【写真４】
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えてみると、気という観点から見たら、宇宙の
ちっちゃなほこりなんです。そのほこりのよう
な体に自分がちょこっと、乗っかって生きて
るっていう感覚です。それはみんな塵のような
ものなので。でも、その塵のようなものが、み
んながどこかでつながってるような感じを持っ
て向き合ってみたりすると、非常に面白い響き
合いが生じるし、影響し合ってることがあるん
だなっていうことがよく分かるわけです。そう
いうふうなことを考えていて、気功もやってい
ます。

ちょっと単純に、例えば、皆さん手を見るっ
ていうことやってみてください。自分の手を眺
めて、手を観察をする。そうすると、自分の手
にシワが入ってるなとか、手相とか、あるいは
血色とか形とか、どこかに傷があったりしたら、
これ、あのとき怪我したやつやな、とかってあ
りますね。そういう「見る」っていう作業すると、
この手を見てるわけですけど、今度は、この手
を目を閉じて見てみてください。どんな感じが
しましたか。目を開けてみましょうか。そうい
うことをじっくりやってみると、今感じられた
かもしれませんけれども、「目を閉じてみましょ
う、観察をしましょう」というと、僕らは普通、
視覚に頼ってるので、手が見えなくなると、
ちょっと分からないなって、自分の手ってどん
なんだったろうとか、手がなくなった感じがし
たりとかっていうふうなことを体験する人が多
いんです。でも、じっとしてると皆さんすぐ感
じられたかもしれませんけど、手は見えなくな
りますけど、目を閉じても、でも手があること
は分かりますよね、当然ながら。それは温もり
だとか、血の流れだとか、じんじんする感じだ
とか、手の感覚みたいなものがあります。

で、この手が生きてる感じっていうのと、目
で見てこの手があるっていう、「ああ、この手
はこんな形だ」っていうのとは同じ手を扱って
るんですけど、違うんです。この違いはとても
大事なことなんです。それはつまり、気功的に
自分の体に向き合ってるときには、これは自分
の手だなっていうふうに目を開けて見ているの
ではなくて、目を閉じて手を味わってる感じ、
その感覚で自分の体を捉えます。自分自身の体

と上手に付き合っていくっていうこと考えたと
きに、客観的に外から眺めて、あるいは、検査
してもらって自分の体は今、こんな状態で・・・
ということを見るのは、これは今の近代の医療
の現場で体を診てもらうときにはそういう方向
で体を扱ってもらうわけですよね。で、自分の
体のどこが悪いのかっていうのを標準と比べた
りしながらやっている。そういう視点で体を扱
うっていうのは、確かに現代では大事なことで
すけど、でも、個々人が生きている身体ってい
うのは、自分の今感じてるこの感覚、手がある
なとか、ここに自分が居るなっていう感じ、こ
れは客観的に評価して、あなたはこういうふう
に居ますよっていうようなたぐいのものじゃな
くて、私は内側から自分の手を感じる、ここに
手があるっていうのと同じような感覚。そうい
う感じで自分がここに居るっていう感覚。それ
は自分の体があるから、居るっていうのを感じ
られるわけですけど、その居るっていう感覚み
たいなものに目を向ける作業が気功なんです。
気功の練習っていうのは、そういうふうなこと
をしています。

それを心理学的にもう少し説明すると、われ
われが普通、この世の中で生きていくためには、
外側に注意を向けるっていうことが大事ですよ
ね。道を歩いていて車が来たら危ないし、危険
がないかっていうこととか、誰かに声を掛けら
れたら、ぱっと応えないといけないし、やりと
りができないといけない。ということは、われ
われの日常の意識が全部、自分の外側に向かっ
ているんです。そういうことをずっと訓練して
きているんですけど、その訓練があんまりうま
いこと行き過ぎると、自分の身体を忘れちゃう
んです。どこか置き去りにしてしまう。それが
外側に適応し過ぎると、自分の体の調子と外側
への適応とがずれていき出すと、不適応を起こ
していくっていうのがあるわけです。これが現
代のわれわれの抱えてる大きな問題です。

外側に合わせるだけじゃなくて、もっと自分
の内側の、今、手を感じるとか体を感じるとか、
こちらのほうに目を向けるという作業も同時に
やる必要がある。われわれの世界は外向的世界
に重きが置かれすぎているんです。外にエネル
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ギーを向けていく。だけど、気功とか、そうい
うようなものがやっているのは内向的世界です。
自分の内側に関心を向けて、そういうことを
やっていくわけなんです。内側に関心を向ける
と、今、座っておられますよね、で、話を聞い
ている。そういうふうにしていると、話を聞い
ているだけだと自分の体の感覚なんていうのは、
あんまり感じてないと思うんですけど、ちょっ
と振り返ってみて、今、座っているということ
を味わってみたりすると、自分の姿勢とか、お
尻、椅子に乗っかっている感じとか、なんかそ
こに目が向いてきますよね。目が向いてきた人
は、ちょっと居心地が悪い姿勢だったなとか、
いろいろ調整し始めますね。それは知らずに
座ってじっと聞いているときは、自分のくせで
自然に聞いているわけです。その姿勢を維持し
ているっていうことは、実は、自分の内側にい
ろんな影響を及ぼしているはずなんです。それ
はちょっと無理していることもあるし、もう
ちょっと体動かしたほうが楽なこともあるんだ
けど、社会に適応するっていうことは、ちょっ
とそのへん目を閉じて外側に意識を向けている
んです。それを、内側に目を向けて感じる、も
うちょっと動きたいなとかっていうふうなこと
を感じて、姿勢を調整してみたりするっていう
ようなことをもっと細やかにやっていく。こう
いう練習をいろんな形でやるんですけど、それ
が気功です。

さっき「気」っていうのは、人と人との境界
を突破するようなものがあるって言いましたけ
ど、自分の心地良い感じっていうものが味わえ
るということは、この空間に自分がここに居て、
立っていて、立っているという感触があって、
それをほどよく楽しめてる感じがあるっていう
ことは、この空間に自分が少しなじんでくる感
じなんですね。そういう空間になじむ感覚みた
いなものを、これをみんなで一緒にやりましょ
うっていうのが気功で、僕はグループなんかで
やっています。何人かが集まって。大体やるこ
とっていうのは、毎回同じことやりますので。
声は掛けます、一応僕は号令を掛けながら、「次、
こうして」とかやってるわけですけど、基本は
聞こえるような聞こえないような号令を掛けて

ますので、ほとんど細かいことは何を言ってい
るのか分からないぐらいの感じでしゃべってる
んですけども、見てもらって最初にやっていく。
で、それをずーっとやっていきだすと、それぞ
れが自分の体のそういう感覚に入っていくんで
す。心地良い感じ。で、その心地良い感覚に入っ
ていき、それが1人でやっているわけじゃなく
て、そこに居る20人ぐらいの人たちがみんな自
分の内側の感覚世界に入っていって、気持ちが
いいなってなっていきだすと、これが微妙に不
思議で、なにか影響し合っているんだろうなと
思うんですけれども、心地よくなっている仲間
が居ることがその心地よさを倍化していくんで
す。本当に面白いことに元気がもらえるんです、
お互いに。そういうことがあるのでやめられな
いっていう感じがあるんですけど、ずっと繰り
返していくと、僕は一応、気功の号令を掛ける
役割で、教えるような役割みたいになってます
けれども、実際にはそこに参加してる人たちが
それぞれが自分の世界に入ることによって、お
互いに影響して、僕なんかは非常にそこでエネ
ルギーをもらってるわけなんです、逆なんです。

教える側と教えられる側とか、治療する側と
治療される側っていう区別ではなくて、一緒に
参加して、そこで気持ちよくやって、「今日は
なんか、とっても気持ちよかったですね」と話
をしていったりすることを通じて、お互いが自
分の普段の視点だけで考えていることの鎧を少
し緩めて、みんなそれぞれ生きてるんだなって
いうことを味わうようになる。そういう空間が
生まれてくるんです。これが気功をやっている
中で面白いことかなと思っているので、それが
今回の「音と身体がつむぐ癒しの世界」、まさ
に1人だけで……1人で気功していても、自分の
鎧を取って、それこそ宇宙と一つになるみたい
な感じになるので、それは非常に楽しいんです
けど、そういうことを何人かでやるっていうこ
との面白さっていうのは、これはやり始めてい
きだすと、独特なものがあります。

僕が気功を最初に習い始めた頃っていうのは、
気功教室みたいなものですから、何人かで習う
わけですけど、イメージとしては1人で練習し
て、1人で覚えて、最終的には1人でやるもんだ
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と思っていたんです。だけど、1人でやるもの
というよりは、むしろ、教室的にやってる、こ
の集団でやってるっていうことの意味がすごく
大きいのではないかという感じが、こういうふ
うに集まって話をしたり、共同研究プロジェク
トで考えたりしてるうちにあらためて思うよう
になりました。気功といいますと、健康のため
とか、能力開発とかっていうようなことで技を
学んで自分自身の何かを向上させていくような
イメージもあったり、治療的な力を付けたりと
かいうイメージもありますけど、もっと自然に
やっていく、一緒に楽しんでみるっていうこと
そのものが持っている、内側から何となく元気
が湧いてくるような感じっていうのがすごく大
事かなと思います。

これは、恐らくわれわれの伝統に根付いてる
んじゃないかと思います。日本の神話で一番最
初に神様がたくさん出てきますけど、その中の
ウマシアシカビヒコヂの神というのがあります
けど、葦の芽が吹きだす自然の勢いなんです。
神様イメージっていうのは、苔むすんです。自
然の中にじわじわと生命が沸き立ってくるよう
な感じ、そういうことにわれわれの文化は注目
しているところがあって、独自に神様が居て、
外からやって来るというよりは、こういう湧き
上がってくる、自然に出来上がってくるものを
神と見ているんです。そういう力っていうもの
を大事に、苔むす力ですよね。地域と結ぶって
いう結びの力。結びっていうのは、何かを生み
出すっていうことでもあるでしょうし、苔む
すっていうことです。それは自然に、無理して
やってなくても、何かやっているうちに内側か
ら心地良いものがわーっと湧き上がってくると
いう感じがとても大事なんです。そういうこと
をしていくためには、ちょっと頭で考えて何と
かしようっていう部分は、緩めていかないとい
けないんです。

そういうことが気功の中でもすごく重視され
ます。具体的にどんなことをしているかという
と、関節をほぐしたり、体をたたいたり、セル
フマッサージをしたり、そういうことをして、
体がほわーっとほぐれていく。で、ほぐれてき
たところで、その余韻をじっくり味わってみる

ということがメインなんです。体がほぐれて余
韻を味わうっていうのは、うまくできると、頭
の中がぽかーんとしてくるんです。何かが抜け
る感じです。何も考えない感じ。で、何も考え
ない感じでぽかーんとして、心地良いって思っ
ていると、人間ってすごいもので、すぐ考えだ
しますね、いろいろと。いろんなことを考えだ
す。最初は、「こんなん考えたらいかんのだろう」
と思っていたんですけど、そうではなくて、気
功の面白いところは、「そういう考えが浮かん
できたときにそれを無くすようにすることはし
ないようにしましょう。むしろ、浮かんできた
ら浮かんできたものを、ぽかーんと眺めましょ
う」というんです。最初はぼんやりとして心地
よくなって、ふと、考えごとをしているときと
いうのは、自然に立っているとだんだんうつむ
き加減になってきて、眉間にちょっとしわが
入ってきたりします。考えていることに気付い
たら、それを拒否するんじゃなくて、「こんな
こと考えてたんだな」と、「自分の心っていう
のは、今、こういう状況に居る」と、こんな思
いを抱いてるんだと思って、それを面白く眺め
るんです、自分の考えてることを。その眺める
ことができる背景には、体が緩んでいるとか、
心地良い体験が生じてるとかっていうのがない
と、なかなか眺められませんけど、そういう状
態で居ると、自分の中で浮かんでることを
わーっと眺めることができます。「雲を眺める
ように」っていう言い方をするんですけど、ぽ
かーんと浮いてる雲に、ああ、こんなことを考
えてる自分が居たなって見てると、雲は流れて
いきますから、そのうち雲が消えてきれいな空
になって。で、またぽかーんとするんです。そ
れの繰り返しです。それをずっと繰り返すと、
リラックスすると寝ることもあるんですけど、
眠るのとは違う。意識はむしろ、鮮明になるん
です。ずっと眺めているだけなんです、自分の
内側を。だから、眺めている意識っていうのは
ずっと残りながら、日常の自我の悩み事を考え
続ける状態からは離れていくんです。ここら辺
の感覚が非常に面白いんです。考え事をして何
とか解決しようっていう意識の在り方はちょっ
と手放して、ほわーっとこんなこと考える自分
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が居るなっていうのを眺めるっていうところは
やってるんです、ずっと自覚的に。眺めること
をやっている限りは眠らないし、むしろ、すっ
きりとした感じで自分の体験を眺めてるわけで
す。こういう意識の在り方をどう形成していく
かというのが気功の一番面白いところだろうな
と思います。

音ということで言いますと、日本の気功の教
室では、だいたい音楽を流してやってます。僕
も音楽流してやってます。本来どちらがいいの
か分からないんですけど、ずっと同じ音楽を流
すと、ある程度条件付けされてくるので、あん
まりやり過ぎると、その音楽がないとリラック
スできないみたいになるのもどうかなっていう
のは一方であるんですけど、できるだけそうい
う癖のない音楽を使って、そのリズムに乗って
やるほうが、意識的にものを考えることから離
れていきやすいっていうことがあるんです。そ
ういうふうな工夫をしながら、音楽を流して、
それもロックとか歌詞がある音楽だと確実にそ
れを聴きますので、意味がはっきりしないとい
うか、自然の流れ、風の音のような音楽です。
そんなところが私がやっている実践のコンセプ
トというか中心の部分です。

活動は、火曜日と金曜日に基本的には定例で
やっています。この大学は仏教系なので、お祈
りをする畳の間があるんで、そこを使って1時
間半ぐらい、火曜日の夕方6時半から8時まで
やってます。ちょっと食事の時間帯に重なるの
で、なかなか出てこられないというときもある
んですけど、もし関心があれば、ぜひ来てくだ
さい。自由参加です。こういうグループをどう
つくるかということで、最近は大学でやってい
るので、お名前をお聞きしたり、連絡先を聞い
たりとかいうふうになりましたけど、当初は誰
が来てもいいっていうことで、誰が来ても名前
も聞かずにやっていたんです。ほとんど名前も
覚えないし、出入り自由ですよというふうに
やっていた。そうすると、増えたり減ったりし
ますけど、そういう非常に緩い「場」を提供して、
この場で僕は1人ででもやってますから、この
ときになったら来てください、ということを
やっていたんです。そういうふうな形のほうが、

さっきも言いましたけど、個人個人がぶつかり
合いながら場を形成するんじゃなくて、そこに
行くと、普段の個人ではないっていうような、
名前がなくても大丈夫、みたいな感じのほうが
良いのかなと思ってやってました。それは、今
でもそれはそうかなという感じがしますけど、
一方ではちょっと組織的にいろいろやらないと
いけないところがあって、このごろは連絡先を
聞いたりしています。そんなふうなことで、火
曜日は、6時半から8時ぐらいまでやってますか
ら、もしよければぜひ来てください。それから
金曜日は、伏見区大手筋にあるサテライトキャ
ンパスの教室のほうで、午前中の10時から始め
て、11時半ぐらいまでやってます。あと気功っ
ていうのは、やってる人によって、それぞれの
自然な形が出来上がってきますから、僕もいろ
んな別の、気功を長いことやっておられる方の
話を聞きに行ったりとかしていまして、そうい
う関係で、中健次郎さんという方に毎年1回来
てもらって、大学の中でワークショップをやっ
てもらったりとか。今年も4月の25日にありま
すので、ぜひ参加してください。さっきも話題
がありましたけど、こういう活動の延長で、今、
新しく大学で COC 事業ってあるんです。その
延長で、セルフケア講座っていうのを始めてい
ます。これは気功だけじゃなくて、さまざまな
体の癒しにつながるような、経絡指圧と気功と
を交互に、もう一つはムックリ（口琴）ってい
う楽器を演奏するのがあります。これはまさに
音ですけど、そういうことを土曜日に大手筋の
サテライトキャンパスでぼちぼち始めています。
そんなところで、お話はこれでいったん閉じて、
また後でというふうに思います。

馬場：ありがとうございました。「苔むす」と
いうのがキーワードのような形で響きました。
そうしたら最後ですが、永澤さんからお話をい
ただきます。

永澤：皆さん、きょうは雨の中お越しいただき
ましてありがとうございます。私は、永澤と申
しまして、この大学で宗教学に関連する講義、
それと生命論の講義をやっています。専門は、
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先ほどご紹介いただいたとおり、チベット仏教
です。あと瞑想についての科学的な研究をやっ
ています。瞑想をある程度やったり、ヨガをや
ると、脳の構造が変わるんです。一番最近分かっ
てきたこととしては、年を取ると、物覚えが悪
くなる。経験に基づく、あるいは、記憶を中心
にした、知恵は生じるようになるんだけど、新
しく学習したり、解決法を生み出すことがしに
くくなる傾向があるとされてるわけです。そう
いう知性のタイプのことを流動的知性というの
ですけれど、瞑想をしていると、それが維持さ
れるというデータが出てきています。つまり、
あまり年取っても、物覚えが悪いっていうふう
にならなくなるということです。そういうこと
が分かってきたりしているのです。そういうこ
とも含めて、科学的な研究をやっています。も
う一つは、ターミナルケアに従事する、特に看
護師の方たちについて、燃え尽きが多いという
ことがあったりするので、それを防止するため
の教育プログラムをやろうとしているところで
す。

人間研のこのプロジェクトは、2012年から3
カ年やってきたわけですが、実際にはその前に
2009年から始めた、これの一つ前の3年間のプ
ロジェクトがあって、一応その全体が現在に結
実してるという感じがありますので、そのとき
の分から含めて、本日は、簡単にご説明という
かご報告をし、それから後で少し皆さんとディ
スカッションできたらいいなと思います。

それで、まず2009年に行ったチベット医学の
講習会についてお話します。本プロジェクトの
一環として、本学にチベット人のお医者さんに

来てもらって2009年にチベット医学の講演を
やってもらったんです。写真をごらんください。
これは、ちょっと見えにくいかな、真ん中がイ
ンドのダラムサラのチベット占星術医学研究所
の所長さんです。左側が私の友達で、2009年以
降毎年日本に来てもらっているニダ・チェナク
ツァンさんというチベット人のお医者さんです

（写真５）。
2009年にこの大学で講演をやってもらってか

ら後、毎年ずっと講習会をやってもらっていま
す。参加者の方たちが新しく組織を作って、別
の所でやるようになったんです。NPO の資格は
ないんですけれども、基本的にはボランティア
ベースでやってる団体でして、勉強にいらっ
しゃる方はお医者さんとセラピストです。マッ
サージセラピストが多いです。あと主婦の方と
かもいらっしゃいます。臨床でどういうふうに
チベット医学を使うか、セルフケアで特に予防
医学的な知恵がチベット医学には豊富にあるの
で、そういうのを勉強しています。例えば、年
を取ってくると不眠になる傾向があります。な
かなか寝付けない時、どうしたらいいかってい
うと、アーユルヴェーダやチベット医学の考え
方だと、まずは、カフェインをやめることが非
常に重要です。お茶・コーヒー、全部やめちゃう。
カフェインは依存ができるので、麦茶に替える
とか、私もカフェイン依存があるので、ほうじ
茶に替えました。それで随分よくなったりする。
あともう一つは、夕食を、温かいスープものに
することです。肉汁の少し重たいスープに、そ
れにニンニクとかショウガ、ネギ、アニスとか、
そういう物を入れて摂る。3番目は、クローブ
がいいです、そういう物を温かいミルクの中に
入れて飲む。クローブをあまり入れ過ぎると幻
覚作用が出るので、それはやめたほうがいいん
ですけど、ごく少量だと大丈夫です。

そういうことを皆さんと一緒に勉強していま
す。それから大学での講義でもチベット医学を
教えています。アーユルヴェーダやチベット医
学では、体の状態を考えるときに三つの要素で
見るわけです。粘液と胆汁と風という三つのエ
ネルギーがあって、そのうち風の要素が年を
取ってくるとだんだん増えるんです。そうする【写真５】
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と、いろんな心配事が増えたりとか、なかなか
寝付けなくなったりとか、体が冷えやすくなっ
たりとか、関節がボキボキ鳴るようになるとさ
れているわけです。授業では、風のエネルギー
が増えてるとか、粘液が増えてるとか、お互い
に問診をして、一覧表を作ってチェックするわ
けです。それで、あなたはこの要素が強いとい
うことがわかります。そうしたら、薬は使えな
いので、生活様式をどうしたらいいかとか、ど
ういう物を食べたらいいかっていうことをお互
いにアドバイスします。あと脈診もやります。
脈を診て、どういうふうな状態にあるかを診る
方法です。これは、深くやろうと思ったらすご
い大変ですけど、入り口のところは結構普通に
できるようになります。みんな面白がってやっ
ていて、家族を3人ぐらい診て、それでリポー
ト書くという学生がいっぱいます。お互いに話
をしたり、よく見る、触れるということは非常
に重要です。家族同士、相手の目をじっと見て、
おまえ、ここ赤くなってるよというふうに話す
わけです。例えば赤くなってるときは、胆汁が
増えているわけです。目が赤くなってて胆汁が
増えてる人の場合は、普通は、耳のすぐ上の所
につぼがあります、ちょっと触ってみてもらっ
てもいいですか。ちょっとくぼんでる所がある
と思います。耳のすぐ上の所、付け根の。ここ
を押してみてください。押し方によるんだけど、
痛いでしょう。痛い人、多いと思います。これ
は最近痛い人、すごい多いです。どうしてかっ
ていうと、目を使い過ぎていて、そうすると、
ここがまず痛くなるわけです。これはどうした
らいいかっていうと、そのポイントを押さえて。
ああ、僕、右が超痛い、死にそうに痛いな。こ
こで息止めちゃ駄目なんです。もうこれで、だ
んだん痛みが目に移ってきます。そうしたら、
これでまだぐっと、息止めずに深い息を吐きな
がら押します。で、ちょっと一段落ついたら、
ゆっくり手を離して、深呼吸をします。他にも
ポイントがあっちこっちあります。それを一つ
一つゆるめていきます。これは大事なんだけど、
ちょっと今、それやってると、それだけで40分
50分終わっちゃいますので、これ以上はやりま
せん。

すっきりしたでしょう。自分でもいいんだけ
ど、お互いにやるとすごくいいわけです。日本
人は、お互いに触る機会がとても少ないです。
アメリカで、スポック氏の子育てみたいなのが
一時期はやっていて、日本も結局それを輸入し
たわけです。僕らが育った頃から、もうそうな
んですけど、小さい頃、赤ちゃんをあまり抱い
ちゃいけないっていうふうになっていました。
抱き癖が付くから、ほっときなさい、そうした
ら自立しますっていう話だったわけです。だけ
ど、赤ちゃんからしたら、ギャーギャー泣いて
るのは理由があるわけであって、助けてほしい
わけでしょう。いつもベタベタしちゃいけない
んだけど、一時期ちょっと苦しい思いしたとき
に誰か助けてくれるっていう体験を積み重ねる
ことで信頼関係ができていくということが哺乳
動物ではあるようです。ラットを使った研究で、
そうやってちょっと泣いた後にまた助けてもら
うっていう体験を積み重ねたラットっていうの
は、ストレスホルモンが出た後に回復するプロ
セスが非常に早くなるわけです。それで全体的
に新しいことをやる探索行動を積極的にやるよ
うになることが分かっているんです。ずっと側
に居て、泣くことがないような育ち方をすると、
依存的になってしまいます。逆に、ただ、ほっ
たらかされていたネズミは、神経質で恐怖心が
強くなるんです。そういう観点からすると、日
本の子育ては、少なくとも僕の世代とかは、ス
ポック流の影響があるのではないかと思います。
今もかなりそうだと思いますけど、触れる機会
が少ないわけです。日本人は、ハグしないでしょ
う。ヨーロッパ人とかアメリカ人って、すぐハ
グするじゃないですか。抱き合って、ほっぺた
くっつけあって、別に男同士でもキスとかする
わけだけど、日本人はしませんね。日本は、全
般的に身体接触がすごく少ない社会になっ
ちゃってるわけです。そうすると、何が起こる
かっていうと、癒しのコミュニティなんていう
タイトルを付けたシンポジウムを大学でやって、
それの録画までしちゃうっていう、なんか転倒
した世界が生まれてくるわけであって、私は、
誰でもそうなんですけど、おたがいによく見る、
話をする、触れること、そのための方法を知っ
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て、家族の中とか身近な友達同士でやれるよう
にしておくっていうことが重要だと思ってるん
です。それで授業でもやってるわけです。

あと、さきほどのツボのマッサージですが、
普通に手でやりましたけど、オイルマッサージ
するととてもいいのです。日本人は昔はオイル
マッサージってほとんど好まなかったんだけど、
最近好むようになっていて、これはどうして
かっていうと、さっき言いましたけど、三つの
エネルギーのうちで3番目の風の要素が増えて
くると、全般にカサカサしてくるわけです。あ
とでちょっと説明しますけど、整体とかの先生
と話をしていると、ここ十数年にわたって、日
本人の皮膚がどんどん乾いてきてるっていうん
です。そういう乾いていった、カサカサしてる
状態のときに何が必要かっていうと、オイルを
使ってマッサージすると、いろんなことが楽に
できるようになるんです。例えば、さっき痛かっ
たでしょう。そういうポイントも、体質によっ
ていろいろありますけど、間違いが少ないのは、
オリーブオイルですね、オリーブオイルを使っ
て、こうやってマッサージしてると、ただ何も
付けずにやるときよりも、簡単に痛みが取れた
りとか、すーっと抜けていくようになります。
そういうことをみんなで勉強するきっかけをこ
の2009年の講演をやっていただいた後に得るこ
とができて、おかげで現在でも、先ほど申し上
げたように、毎年講習会をやってるわけです。

2012年以降のプロジェクトでは、野口整体の
講習会を2013年に岩倉でやりました。私は、野
口整体というのは、昔からやっているのですが、
これは野口晴哉さんという人が始めたものです。
基本的にはさっきの濱野先生のお話に出てきた
気功と共通点が非常にいっぱいあるものでして、
大きく分けると二つのことをやります。一つめ
は、活元運動という体の中で偏ってる動き方と
か使い方をしてるのを修正するための自動的な
動きを出すためのトレーニングをします。例え
ば、僕なんかずっとコンピューターを使ってい
て、右手が利き腕なので、何でも右手で握る傾
向があります。そうすると、右肩がちょっと上
がるようになる。それで凝ってくるわけです。
固まってくると、下がらなくなります。そうい

う体の使い方の癖が生じる。体が固まってると
きというのは、何か心配事があったりとかして、
ずっと同じことを潜在的に考え続けているとき
です。それを緩めていく。肩が緩んでくると、
今度は腰も変化します。例えば右肩が上がって
るときには左の腰が上がってるとか、そういう
セットになってるわけです。そういうゆがみを
取っていく運動が活元運動です。

それともう一つは愉気です。これは昔、しば
らくテレビではやってて、ご覧になった方もあ
ると思いますけど、気功で言うと外気功にあた
ります。遠くに居る人に向かって気を当てると、
その人が動き始めたり、それによって病気が
治ったりとか、場合によっては、麻酔を気だけ
でやるのが外気功です。麻酔までできる人は非
常に少ないんですけど、録画されたもので言う
と、今から20年ぐらい前に林厚省という人が上
海でたくさんやっていました。とても面白いん
です。開腹手術するんだけど、普通の麻酔をや
らないわけです。患者の横で、気功師がこうやっ
て、気を送ると、お腹を開けてもらってる人が、

「ああ、別に大丈夫」ってしゃべりながら手術
受けるというものです。そこまでプロフェッ
ショナルにやりませんけども、それと似たよう
なものをやるわけで、これは上手な人が誘導す
ると、1時間ぐらいでできるようになります。授
業でも、最初からこの愉気を練習して、できる
ようになる子が7割ぐらいいます。最初は信じ
てないわけです。「気なんかあるわけないよ」と
か言ってるんだけど、自分でこうやって言われ
たとおりにやってると、前の人がううって動き
始めて、「え？」とかって。こうやって自分で引っ
張ろうと思ったら、こうやって動くし、前に押
すと、前に動くものだから、「やっぱり、気は
あるんだ」みたいな感じになります。やっても
らってる人は、背中を見せてるわけだから、手
の動きを見ているわけじゃありません。

別に人を動かすことが目的じゃないわけです
が、この野口整体も、本プロジェクトがきっか
けで、皆さんからやってくださいという声が高
いので、年に4回ずつ講習会を開いているわけ
です。特に妊婦さん、妊娠中の場合、おなかの
中に赤ちゃんがいると、一つはお小水が出にく
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くなったり、便秘になったりとか、歩くのがし
んどくなって、特定の場所が凝るようになった
りとかあるんだけど、体の簡単な微修正をして
から、歩き方を変えるといいんです。歩くとき
にこういうふうに左右に揺らすような方向で歩
くような歩き方、ちょっと足開いて、そういう
やり方をやっていくと、その前にちょっとバラ
ンスを修正する必要ありますけど、後々すごく
楽になったり、出産するときに楽に生まれやす
いっていうことがあって、そういう講習会を開
いています。

2013年の講師をやっていただいた高橋秀和先
生にずっと来ていただいて、やってるわけです。
1番目のチベット医学との共通点としては、愉
気は、さっきのオイルマッサージと同じで、他
の人の関係の中で初めて成り立つ。あと気功で
一緒にやってると、1人でやるときと違う感じ
があって、増幅するっていうふうなことを濱野
先生もおっしゃったんですけど、それと同じよ
うなことがあるわけです。ある場が成り立って
きていると、そこにぽっと初めての人がやって
来ても、すぐにできるようになっちゃったりと
か、1人でやるよりも、もうちょっと違う感じ
で気が高まる感じがするっていうことがある。
そういうことを継続してやってきています。

もう一つ、倍音声明について言いますと、こ
れは2012年に倍音声明のシンポジウムを、本プ
ロジェクトの一環としてやらせていただきまし
た。倍音声明とはどういうものかといいますと、
体の中でエネルギーが集まりやすい。チャクラ
といわれるポイント、これはインドの言葉です
けど、そういうポイントがありまして、そこに
音を響かせるものです。おへその所に、ちょっ
と指を当てていただけますか？　人さし指をお
へそのちょっと下につけていただいて、小指が
当たる辺りが、性器のチャクラといわれる所で
す。そこから上に、おへそのチャクラ、心臓の
チャクラ、脳のチャクラ、額のチャクラという
ふうになっていって、他に頭頂とか会陰とかに
もあります。そこに音を鳴り響かせていくとい
う簡単なやり方を取るんです。これはちょっと
今、やってる時間がないので、説明だけにしま
す。やろうと思ったけど、ちょっと時間がなさ

そうです。
倍音声明で重要なことは何かというと、人に

合わせないことです。まず「自分が出せる高さ
で一番低い音を出してください。他の人に合わ
せないでください」っていう指示をします。2
番目は何かというと、長さも人に合わせないで
くださいということです。私は、ワークショッ
プをやるときには指示を出すんですが、それ以
外は、ほとんど実は何もしない。何もしないけ
ど、ベルだけ鳴らします。チーンといってベル
だけ鳴らして、ベルを鳴らしたら始めて、さっ
きのおへその指、4本下のチャクラに「ウー」と
いう音を響かせてもらいます。今度は、チーン
と鳴らすと、へそのチャクラで「オー」になる。
これで上がっていって、最後心臓かおへそまで
下げてお終いっていうのがワンサイクルです。
30分ぐらいかかります。本当に自分にとって低
い声を大きく長く出すっていう経験は、日常生
活の中でないですね。特に都市生活をしてると、
小さい頃から「走ったらうるさいでしょう」「泣
いちゃ駄目よ」っていうことになりがちなわけ
で、大きな声を出す機会は、小さい頃からなか
なかないわけです。赤ん坊はギャーギャー泣く
わけだけど、ある時点からは、「泣いちゃいけ
ない」と言われるわけです。そうすると、抑え
るわけですが、そのとき、何が起こってるかっ
ていうと、自分の感情と、それに伴った筋肉の
緊張を抑えているわけです。ギャーっと力を入
れてなんか言いたい、それをうっと抑えるわけ
です。抑えると、それは筋肉の緊張のパターン
として、どうも残るんじゃないか。

それから呼吸について、そうやって自分の感
情とかを発散することによって、それが循環し
ていくサイクルがある意味で抑えこまれていく。
そういう貯めこまれたエネルギーや感情を解放
することが、この倍音声明においては、非常に
重要になってくるのです。それもあって、自分
が出したい長さで声を出す。それと、低い音で
人と合わさない。日本人は、特に人に合わせ過
ぎるので、それをしないということです。実際
にはどうなってくるかというと、音が合ってく
るわけです。これが面白いんだけど、なるべく
勝手にやってくださいって言ってるんだけど、
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続けて「ウウー」と発声していると、1オクター
ブ上の音が出たり、3倍とか4倍の周波数の高い
音が強調されて聞こえるようになる。それが面
白いものだから聞いていると、それに応じて、
自分の声が少し変わるわけです。それによって、
全体になんかこう高いところで面白い音が聞こ
えるようになるのです。夢中になって面白いと
思ってやっていると、自然に合ってくるんだけ
ど、リズムはみんな自分のリズムでやっている
し、特に横の人の声、地声は聞こえないので、
合わせている意識はゼロなのです。

何を学習してるかというと、みんながそれぞ
れ自分の欲求に従ってやっているんだけど、そ
れを一緒にやってるうちに、何となく、そこで
つながりとかある種のハーモニーが生まれてく
るということです。そういうことを学習する意
味があると思うんです。誰か上の人が決めた規
則に従って、これをやらなくちゃいけませんと、
それに従わないといけないっていうふうなタイ
プの人間の関係ではないわけです。だから、そ
の後にいろいろ話をしたりする。終わってから
みんな仲良くなります。私はここ数年、日本の
各地で倍音声明のワークショップをやっている
のですが、参加者の方が気に入って、病院とか
のリハビリでも最近、使われるようになってい
ます。福岡のある病院では、お昼ご飯を食べた
後にやっているそうです。本当はお昼ご飯のす
ぐ後はよくないと言ってるんですが、「他に時
間がありませんから」ということで、みんなで
集まって「ウウー」「オオー」とかやってるわ
けです。そういうことをやっていて、「やると
元気になります」って言うんです。あと、お互
いに仲良くなると。面白いのは何かというと、
最初にワークショップでやるでしょう。そうす
ると、そこの人間関係が反映されてくるんです。
仲のいい人同士が固まってると、ここは強気の
グループとか、こっちはそれほどまで強気じゃ
ないグループとかっていうので、こっちはたく
さん音が出るんだけど、こっちは出ないという
現象が生じるわけです。で、どうするかという
と、ばらばらにしちゃうんですよ。ばらばらに
しちゃった上で、それまでの人間関係とは、あ
まり関係ないところでもって、知らない人と手

つないでやるわけです。
そうすると、周りの人の
こと、全然心配しないで
声を出していいことにな
ります。ボイストレーニ
ングで使いたいという人
たちもいて、オペラとか
ゴスペルの人たちが来ま
す。ちょっと時間がもう
きちゃってるので、細か
い話は飛ばしますが、この写真は吉福伸逸さん
というセラピストで、私たちに日本で倍音声明
を教えてくれた人です（写真６）。

これは、芝増上寺光摂殿っていう非常に大き
なお堂があるんですけども、そこで2013年4月
にやったときです。こちらは京都でやったとき
の写真です。倍音声明についてどういうふうな
音構造になってるのか、超音波がどれくらい出
てるか、出てないかを調べています。この3月
に最初の論文が出ます。これはこのプロジェク
トがきっかけで、論文を書かせていただくこと
になったわけです。それから、これは福岡でやっ
たところなんだけど、ちょっと戻ると、これ右
端に居るのはスーザン・オズボーンという昔ト
ヨタのコマーシャルソングとか歌ってた人です。
彼女たちと一緒にやったりしてました（写真７）。

これは、福岡です。きょうは、倍音声明の実
習はできません。なぜかというと、最後に僕は、
寝るというプロセスを入れてまして、それを
やって、全体にわーっとリラックスしてから終
わるやり方をするといいっていうことがあるか
らです（写真８）。

今日は、それができないので、無理ですね。
倍音声明については音構造だけじゃなくて、脳
科学的な計測もやっていて、被験者に僕はなっ
ています。これは科研費でも研究しているので
すが、内容が複雑なので、今日は説明はしません。

音について言うと、結局、超音波が出てるか
どうか興味があったんですが、どうも超音波は
あんまりたくさん出てないということが分かっ
てきました。なぜ超音波が重要になるかという
と、超音波が出てると、さっき音が皮膚から入っ
てくるっていう話もあったんですが、音がもた

【写真６】
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らす影響は耳だけじゃないんです。皮膚から
入ってきた情報が耳から入ってきた情報とは独
立に別の経路で脳の中に入って合体する。耳か
ら入った音は、耳で聞こえる音だから、2万ヘ
ルツまでです。ところが皮膚から入ったものは、
2万ヘルツよりもっと上のところで、20万ヘル
ツぐらいまであって、その二つの情報が脳の中
で合体すると、快感に関わる脳の部位のスイッ
チが入って、さらに免疫力が上がることが分
かっているわけです。倍音声明の効果をこの観
点から説明できるのかということがあって、音
計測をやってたんですけど、あんまりはっきり
した結果は出ていないです。どういう回路でこ
んなに気持ちよくなって、楽しくって、なおか
つ仲よくなるのか、それについては、これから
先、もうちょっと別の形で研究をしていきたい
と思います。少し長くなりましたが、ここまで
にさせていただきます。どうもありがとうござ
いました。

馬場：どうもありがとうございました。本当は
半日ぐらい取って、それぞれのいろんなワーク
ショップができると実感していただけるかなと
思うのですけども。そうしたら時間が残り少な
いのですが、発表者の方々は前に来ていただき
まして、会場の皆さんのほうから質問を頂こう
と思います。私は、竹楽器とか民族楽器を使っ
て人をつなぐ、それで人と人とがつながって、
場の気が高まるというようなことについて話し
をしましたが、濱野さんも、1人でも気持ちい
いものを、他の人と一緒にやると、更になんか
違ったものがつながる感じがおこると指摘され、

「苔むす」というキーワードを示されました。永
澤さんも、倍音声明によって仲よくなるとか、
そこで人間関係を新たに構築するとか、つなが
りに対する効果について話され、また音の効果
についても科学的な説明されました。というこ
とで、皆さんのほうからご質問とかあれば、お
聞きしたいと思います。いかがでしょうか。

フロア A：馬場先生の竹のワークショップに参
加したとき、本当に初めてで、響く音っていう
のは心地よかったんです。竹も抗菌作用とか、
そういうのがあると聞いたのですけども、竹自
体には何か昔から『竹取物語』とか、そういう
ものに出てくるのですけども、やっぱり、心理
的なもの、太古のところから、そういった何か
あるんでしょうか。

馬場：竹は、100年に1回しか花が咲かないとか、
中が空洞だとか、ちょっと他の植物と違う特色
があります。かぐや姫だとか、そういう霊的な
ものが宿るような神話は、そうした竹の神秘を
感じさせる特性から生まれたものと思われます。
また、下に穴が開いてあるような竹がたまたま
斜めに切ってあったりして、そこに偶然風が当
たったりすると、尺八と同じような効果で自然
に音が鳴ったりします。昔の人はそれを聞いて
神の声だと考え、そこから笛ができたのではな
いかというようにいわれたりもします。竹の笛
が、神事芸能に使われているのは、神との交流
の意味がこめられているようです。

フロア B：永澤先生のお話と関わるのですが、

【写真７】
【写真８】
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たまたま夜よく眠れない子が居て、毎日エステ
に行ってたというんです。毎日エステでこうさ
れてると、すごく楽で、それだけが唯一慰めに
なって、癒されていた時期があるって聞いてた
ので、何も言わないで私もタッチをしたりして
あげたほうがいいのか、それとも永澤先生のそ
ういうお話を聞いて、こういうことがあるみた
いよって言いながらほぐしたりとか、どちらが
いいのか、とちょっと思ったりしたんですけれ
ども。

永澤：それは、その方との関係によると思いま
す。不眠になってる場合、大体風というエネル
ギーがちょっと増えてると考えられます。ある
いは、気が上がってる状態になっているわけで
す。足が普通冷えていて、場合によっては、腰、
仙椎のあたりも冷えてたりします。あと手も冷
えてる場合が多いので、そういう点を確認して、
眠りにくいんだとすると、緊張してるかもしれ
ないから、ちょっとマッサージしましょうかっ
ていうふうな感じで話されるのが一番無難なの
かなって思います。あと、やはり、話を聞くっ
ていうことですよね。一方的にこれがいいから
やったほうがいいわよっていうのは、あまりよ
くなくて、こういうやり方がいいと思うんだけ
ど、やってみますかっていうか、そういう感じ
で聞かれるのが一番いいかなと思います。本人
がやりたくなかったら、やらない。やってみた
ければ、やるのがいいと思います。オイルを使
うときには、人によって、匂いの好みがあるの
で、気をつける必要があります。普通は風が増
えてるときには、ごま油を使うのがいいとされ
てるんですが、ごま油だと、匂いを付けた状態
でずっと生活するのもちょっと困るとかいう場
合もあるので、これも、相手に聞くのがいいと
思います。もう一つ、きょう時間が取れなかっ
たんですけど、ホルメっていうのがチベット医
学にはありまして、これは、てるてる坊主みた
いな布の中にショウガとニンニクとアニスを等
量ずつ、みじん切りにして入れて作ります。そ
れをごま油をちょっと熱した物につけておいて、
足の裏の真ん中の所に当てます。やり方によっ
て、最初熱いって感じるかもしれないけど、本

人の主観的な感覚からすると、ちょっと熱めぐ
らいのほうが、本当はいいです。それをやると、
熟睡することがよくあります。ターミナルケア
でも、今、疼痛緩和はずいぶん進んでるんだけ
ど、ただ、人によっては、モルヒネを使うと便
秘になることも結構あるので、今言ったホルメ
とか他の物を使ったほうがいい場合も多いだろ
うなと、私は思っていて、そういうことをこれ
からもうちょっと勉強したいと思っています。

フロアB：ありがとうございます。

濱野：かなり専門的というか、細かなマッサー
ジだと思います。もっと素朴にこれやるってい
うことで言うと、日本で昔から自然にしている
のは、肩たたきね。肩もみとか、これ、経験的
に見て、集団の場で誰かが肩もみし始めるとみ
んなし始めたりしますよ。で、ああいう形で仲
間同士が触れ合うっていうことが、自然に起き
る。あれもすごく面白いなと思います。それか
ら、そういうふうな心地良い体のマッサージ、
肩たたくとかさすってあげるとかっていうこと
と、非常に大事なことで、カウンセリングの中
で言うと、夫婦で非常に難しい課題を抱えてる
人が来たときに、ややこしいこと言わずに「家
帰って、奥さんに肩もんだりしてあげたら？」っ
ていう話するんです。それ、意外と効きます。
心地良いでしょう。心地良いと、いがみ合って
ても体は喜ぶから、ちょっと関係が変わるんで
す。そういうふうなことがあるので、そういう
自然に心地良いことをやると。お互い心地良く
触れ合うことが大事かな、と。いかがでしょうか。

馬場：今の話、非常に大事なことで、先ほど永
澤さんのお話の中でも、日本人は特に身体接触
が少なく、赤ん坊も抱いちゃいけないと一時期
いわれていたとありましたが、あらためておか
しいなと思いました。考え直さないといけない
ことだと思います。

よろしいでしょうか。そうしたら、そろそろ
時間ですので、また詳しい話を聞きたいという
方は、この後でも自由に聞いていただきたいと
思います。濱野さんが先ほど宣伝されたように、
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いろいろなつなぐ場がこれからも用意される予
定ですので、ぜひご参加いただきたいと思いま
す。それでは、これで終了させていただきたい
と思います。今日はありがとうございました。


